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表ーl(b) 私鉄混雑時 1 時間輸送人員終日比 (昭和38年冬期)

組 長|混雑時 1 時間 i 終日

程 問。 I.i~力 |輸送人員!乗車効率世田国輸送人員

f/. tl; 一一一| し一一1-1 一; 一
弘品F点tJt1F普 己竺割1 38竺| 闇 l 一 j一5 同u川9訊，
営団丸ノ内線 ! ~e: L't¥n.l At) ".::o! lC"7 I : 25, 620 I 42, 758 ! 167 1 36 ; 120, 351 (新大師事~若荷谷) t &.<.J, VGV i ,*"'. I <JU! ..LVf I 

早浜急JV占 1 12，捌 3問4 1 m 
東急東横線| 川 00 
(代官 山~渋谷) 1 16 ， 660 円4， 809 I 209 1 20 : 169, 974 

東急目精線 I 0 I'V'7I¥ I唱 n .,0 .1 I')'C I 世 ! 刊刊の
(不動前~目 黒) 1 0・ーい"ー … | ω i ' 0，一

東急大井町線 ! 弓川 o 日， Q , 引 Q 恒 ! 1=:1) 1 刊
(下神明~大井町) じ三V ! 士二三 一 ! 二V I v.，一一
東急池上線 1 7, 410 1 14, 914 201 幻 1 56, 142 
(大崎広小路~五反回) I '.....LV! .1..，目 “ i 

京王帝都 京 王線 ! , A AiV¥! '11'1. ')I')n i)(¥A 1')" I 
(初台~新宿ì I 1孔 4∞ i 29, 329 204 24 1 123 ， 臼5

京王帝都井ノ頭線 : 12, 150 1 22, 423 . 185 I 22 1 10乙制
(神泉~渋谷) 1 " "， "~ 1 "", ~"V .vv 1 "" 1 

小田急小田原線 | 制令市、')1'1. '>(¥') I 

(参宮橋~南新宿) 1 “， "'''V I 叩. .;JV<.J I .loat I ".,. I 

西武池袋線 I t'JA "71(¥! t::1: (¥0'] I 問。 o. I 司副唱引
(椎名町~池 袋) I “"ムV 1 vv, VVV I ..V 刊|山同日ム

西武新宿線 1 16, 1421 34 ， 3比 213 31 h 11, 973 
{下溶合~高田馬場) 1 "V, "" 1 V~ ， v"  i .'V 1 v. i 

売禿、 も弘~fι千 ~ Iいl川10 I 29刊9( 捌 32パI 9 

東武東上線 1 2幻1 ， 28捌0 1川43 ， 5叫∞叫 2制0ω4 1 3鈎o h川“， 6仰0ω 2 (北池袋~池袋) I G.L, .c.ov I 噌 ¥ ""v" I ..JV I 

京成上野線 | い。e:.， o ! t'U 'l I <'y7 I 
(新三河島~日暮里) 1 7， 644 いい3引加 幻 1 69， 5飴

東急玉川線 I 5， 2∞ 7 ， 1吋 138 20 i 35，腕(上通~渋谷) I .J, GVV 1 '. .L;:I'V I .L..JO I GV I 

(注) 運愉省都市交通課調べ

下鉄 5 % ， 路面電車 9 % ， パス 21 % ，タク シ - 8 % と なってお り

鉄道(国鉄 ・私鉄・地下鉄)利用客は 62% と L 、う大きな部分を占

めている。さらに鉄道利用客のう ち国鉄利用客の割合は53% と

いう高率を示 している。

このよう に鉄道のウ エイ トが高いのは高速， 正確，経済性等

の点で，欽-道が大都市輸送機関として非常にす ぐれている結果

である。たとえば 1 時間当り 最大片道愉送能力をみると鉄道 12

万人に対し ， fj 動車(乗用車)は 7， 500 人にすぎず，鉄道で l 車

線に相当する人員を輸送するには，道路 16 車線を必要とする

とし 、われている 。 また，最近の道路事情の悪化から路面交通被

関の速度は年々低下 し，平均してパス 15- 20km/h，路面電車

14km/h 程度で あるのに対L.，鉄道は 25-45km/h 程度とな っ

ている。

表 2 東京および大阪付近における交通機関翰送人員

機 関 | 全 国| 比率 直生直並±直ii菌 J lt竺
| 千人 % 1 千人I %1 千人 %

国鉄 15， 369 1 23 1 7, 950 1 33 1 2, 211 1 17 
私鉄 13， 071 I 20 I 5, 775 I 24 I 4, 057 I 32 
地下鉄 2， 168 I 3 I 1, 307 1 5 I 796 I 6 
路面電車 1 00001 , n ! 0"01 01 00..1 
トロリ ーパス 6， 932 1 10 I 2, 148 1 91 2, 255 1 17 

ス 21 ， 569 1 32 1 5, 056 I 21 1 2, 434 ' 19 
2、 ，..， -" - , 
ーよ ム ー 7， 024 I 11! 2, 044 I 8 i 1, 167 1 9 

そ'のv 他 309 I 1 i I 

7τT_ 66， 43~- i 100 仁_~280 i 100-1 12, 920 I 1~_ 
(注) 実数は昭和 37 年度 1 日平均輸送量である.

3 全国鉄に占める国電輸送のウエイト

東京 ・ 大阪付近の電車区間の輸送人員は， 表-3 に示すよ うに，

国鉄全線のがH1% にも逮し，輸送人キロでも 29% を占めてい

る。 一方，旅客収入では国鉄全線の 19% にすぎない。

また， í[車区間における定期旅客の割合は年々櫓加し，総送

人民では定期 69 % ，定期外 31 %， 輸送人キロ では定期 75 % ，

定期外 25% とな っ た。これに対して，運賃収入では定期 39% ，

定期外 61 %となってレる 。 これは平均 8 割にも及ぶ高率の定期

運賃制l引が行なわれているためである。

東京都と大阪市の人口は年々矧加を続け，昭和 38 ・ 10 ・ l 現在

で， それぞれ 1 ， 043 万人と 32 1 万人に達した。昭和 30 年から 8

年間の別加数は 2397j人 と 66 万人であるから，年率 3， 3% ， 2 , 9 

%の制合で地力11 しており ， 全凶平均の 1. 4 % を大きく上凶って

いる，

一方，}..R京およ び大阪付近の図鉄従車区間!の輸送人民は 1 日

平均 812 )j人と 196 万人で，1Ir1和 30 年から 8 ir附! の伸びは，と

もに年率 7.0% と 人口の伸びをは るかに上凶 る WI}JII 事 を示して

いる。 (表-4 ・ 5)

表ー4 東京都人口と l話電輸送量
1 , .， ， 1 ..， ...1 凶屯利JTI ，~ ... I つ日Jj庇バ '年度 l 人 口 | 指数|人 民 i 指数 | 詰送人口 l 指数
| 千人 I 千人 -T-人i

30 1 8, 037 1 1∞ 1 4, 733 1 1∞ 1 2, 959 1 1∞ 
35 1 9, 663 1 120 1 6, 576 1 139 1 4, 259 1 144 

36 9, 935 I 124 1 6, 937 1 147 i 4, 705 1 159 

37 1 10, 177 1 127 I 7, 427 I 157 1 5, 056 I 171 

38 I 10 , ~~_L 130_J _~1_20_ 1 _1~~j___~._55O_ I 188 
年平均 I ., ')0/ I .., (¥0/ 

制時 1 3.3% 1 7.0% 8.2% 

(注) 1. 人 IJ は毎年 10・ 1 現在のものである.

2, 1迫電輸i追肢は東京・千 JViJ管内通勤電車運転区間内の l 日
平均旅客輸送人員である .

5 綿送力増強対策

通勤紛送の混雑を緩和するため，国鉄では第 1 次 5 箇年計画

(昭和 32-35 年度)において 298 低円，第 2 次 5 箇年計画 (11日和

36-40 年度)においては， 討 i曲l傾 777 低円の うち昭和 39 年度ま

でに 461 億円を投入して ， 線路地孟t，車両の耳目耐ij ，調m llX P荷数の

増大，運転時隔の短縮，駅設備の改良，発送'，11 ・ ~電設備の土骨

強など各種の輸送力増強策を災施してきた。(表 6・ 7)

6 時差通勤通学対策

事由送ブJ増強のために多額の投資を行な って も，通勤時間帯の

しかも短時間に旅客が殺到すると ， ピ -;;11与の混雑はどうして

も逃けられない。 これは都心における事業所の大多数が，始業

時刻を 91時としている ことがその主要なJ41凶と な って L 、る.こ

の始業l時刻を繰 り 上げまたは繰 り 下げるこ とによりピ -;;1時へ


